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-車田村長のプロフィール

生年月日/昭和11年8月?8(58歳)
住 所/玉川村大字小高字西屋敷35
職 業/会社役員

略 歴/県立岩瀬農業高等学校卒

農業実習生としてアメリ力留学
玉川村監査委員
玉川村議会議員(2期)
石川地方町村会長

族/常代夫人 (58歳)と長女夫婦、
三女、孫2人の7人暮らし

家

こ
の
た
び
、
村
長
選
挙
に
お
い
て
、

村
民
の
皆
様
の
力
強
い
ご
支
援
と
ご

た
ま
わ

厚
情
を
賜
り
、
当
選
の
栄
に
浴
し

み
た
び

三
度
村
政
を
担
当
さ
せ
て
い
た
だ
く

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

戦
後
の
急
速
な
社
会
経
済
の
発
展

は
、
私
た
ち
に
大
き
な
豊
か
さ
を
も

た
ら
し
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
う
し
た

中
で
人
々
の
価
値
観
は
多
様
化
、
個

性
化
し
、
単
な
る
物
質
的
な
豊
か
さ

だ
け
で
な
く
、
精
神
的
な
豊
か
さ
へ

の
関
心
が
高
ま
っ
て
き
て
お
り
、
自

分
ら
し
い
生
き
方
を
求
め
る
時
代
に

な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
複
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雑
多
様
化
す
る
住
民
の
ニ
Ips--
ズ
に
応

う
る
お
い

え
る
べ
く
、
ゆ
と
り
と
潤
い
の
あ

る
村
づ
く
り
を
進
め
て
参
り
た
い
と

存
じ
ま
す
。

当
面
の
重
点
課
題
は
、
県
の
空
の

玄
関
口
と
し
て
の
空
港
鹿
辺
整
備
や

阿
武
隈
新
高
原
都
市
構
想
。
首
都
機

能
移
転
の
受
け
血
づ
く
り
な
ど
れ
世

紀
に
向
け
て
の
基
礎
づ
く
り
で
あ
り
、

全
村
民
の
英
知
の
結
集
の
も
と
に
全

力
を
傾
注
し
、
努
力
し
て
参
り
ま
す
。

ま
た
、
新
し
い
時
代
の
ニ
!
ズ
に

対
応
す
る
快
適
な
生
活
環
境
の
整

備
、
活
力
あ
る
農
工
商
、
健
康
・
福

、
祉
の
充
実
、
さ
ら
に
人
間
味
豊
か
な

教
育
・
文
化
や
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
な

ど
の
諸
施
策
の
推
進
に
よ
り
「
心
豊

か
な
活
力
と
魅
力
あ
る
村
」
を
実
現

す
る
た
め
、
皆
様
か
ら
寄
せ
ら
れ
ま

し
た
信
頼
と
期
待
に
応
え
る
べ
く
、

新
た
な
決
意
と
情
熱
を
持
っ
て
、
初

心
を
忘
れ
ず
村
民
の
声
に
耳
を
傾

け
、
清
潔
・
公
平
を
バ
ッ
ク
ボ
ー
ン

と
し
な
が
ら
「
豊
か
さ
と
ゆ
と
り
を

実
感
で
き
る
村
づ
く
り
」
を
目
指
し

て
、
微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
、
全
力

を
傾
け
て
取
り
組
ん
で
参
る
所
存
で

ご
ざ
い
ま
す
。

村
民
の
皆
様
の
深
い
ご
理
解
と
絶

大
な
る
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ

ま
し
て
、
就
任
の
あ
い
さ
つ
と
い
た

し
ま
す
。

一投票率は82.6%冨!JDD田昌包号宿毘
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• 

% 

84.83 

ふ11し百官官方ア

t又示中

77 .64 

79.84 

81. 72 

87.78 

85.21 

82.35 

83.21 

投票所別の投票状況
当日の
有権者数

投票者数

人

699 

1，358 

368 

499 

948 

273 

242 

252 

474 

1，160 

284 

824人

1，632 

625 

311 

306 

現職と新人の2人が立候補して行われた玉川村長選挙
の投票は、 4月23BC日)午前7時から午後6時まで村内
8わ¥所の投票所で一斉に行われました。引き続き村民体
育館内で、午後7時からODB開票が行われ、午後88害に
当選が確定しましたD

選挙の結果は次のとおりです。

無現 (79.1%)

無新 (20.9%)

{法定得票数 1，133票、供託物没収点、453.21

夫

茂

4532票

107票

次田
川
釘

車

爪
d

①有効投票数

①無効投票数

3，586票

946票
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結ぶホットライング地域と村を

|副区長

関根 孝

|婦人会支部長一」

塩田静江

|青年会長

大和田広美

i老人クラブ会長
塩田豊次郎

|老人クラブ会長

平
成
7
年
度
の
名
地
区

の
行
政
区
長
と
各
種
団
体

の
代
表
の
方
々
が
決
ま
り

ま
し
た
の
で
紹
介
し
ま
す
。

医
長
会
長
に
小
針
成
男

さ
ん
(
中
区
長
)
副
会
長

に
は
莫
野
日
喜
正
さ
ん

(
南
須
釜
区
長
)
公
民
館

運
営
審
議
会
委
員
に
小
林

忠
助
さ
ん
(
竜
崎
区
長
)

が
選
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
泉
婦
人
会
長
に

吉
田
和
子
さ
ん
(
中
)
、
須

釜
婦
人
会
長
に
は
塩
田
ス

イ
子
さ
ん
(
四
辻
新
田
)
、

老
人
つ
ラ
ブ
連
合
会
長
に

鈴
木
吉
之
さ
ん
(
竜
崎
)

9
1
が
就
か
れ
ま
し
た
白

一
刀
%
各
地
区
の
代
表
と
な
ら

日
同
「
れ
た
方
々
へ
の
温
か
い
ご

「
戸
可
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

子
一
弘
一
一
郎

重
一
一
長
一
次

八
一
金
一
会
一
金
一

一
一
ブ
一

森
川
一
長
一
森
一
ラ
一
山

一
会
一
一
勺
一

石
一
年
一
石
一
人
一
松

一
青
一
一
老
一

:71て
ホ木
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i部区長
矢吹忠

|婦人会支部長

関根喜恵子

男

正
一
ー一長一一会
一
政

一ブ一

吹
一
ラ
一
辺

一つ一

矢
一
人
一
渡

一考一

男

良

幸

革〈

力

春

勝

義

真野田正昭

|副匿長

石森

|部区長

|青年会長

大和田

大和田

鈴木長作

徹罵上

組長

|副区長

榊枝揮

|婦人会支部長

塩沢英

|青年団長

大越健

|老人クラブ会長

lJ ¥山田義美

組長

組長

夫

子

阻
@喬井沢上組(8戸)

@青井沢下組(10戸)

@河平組(10戸)

5戒

震

{苦

i老人クラフ会長

光

溝

|副室長

沢

井

j窮

石

康

子

主食貞

[劃区長

藤』ケ
-

J
勾
|

|婦人会支部長

フク子

富 典

郎

一

晃

一

光

一

一

一

長

一

原
一
一
一
度
二
恵
一
一
会
一
告

i

j

!

;

;

 

一
部
一
一
一
ブ
一

長
一
吹
一
支
一
回
一
長
一
藤
一
う
一
谷

区
二
、
一
治
一
由
一
喰
一

L
3一J
5

一d
ニ
ー
ノ
一
パ
.
一
ヰ
ニ
ノ
フ
一
J

ノ一
L

そ

H
U
H
d
一
-
司
川
口
μ
同

町

一

ユ

ミ

4
-
-単
'
J
E

一
晶
一
一
指
一
三
R

一
二
平
』
一

子

|劃区長

鈴木忠

|嬬天蚕支面蚕
鈴木和

|膏年会長

鈴木正動

i老人つラフ会長
小林富霊

|老人クラブ会長

政

弓

弓

真

治

男

主量

i老人クラブ会長

為

=と
Cコ

好

i副区長

|青年団長

田

フ忙
木木

竹

::l::: 
cコ

石

大

5 



平成7年 5月広報たまかわ

平
玉川村消防団(大竹勝義団長)恒例の春季検闘が5月7日(日)泉中学校々庭で行われ、団員や
婦人消防隊員、関係者ら約310人が参加しました。さわやかな五月晴れの下、放水による機械
器具点検や観関、分列行進などが繰り広げられ、団員らはヰビキビとした動きで検関に臨んで

いました。表彰受賞者は次のとおりです。(敬称略)

林

さ
ん

広

勝

林

友

市

さ
ん

草

野

光

ざ
ん

さ-
h 

義

弘

井

幸

石

度

塞
v同'

ヲ慣を成
治

興

巴

l
l

尚

昌

吉

=と.ロ
・山小屋

・四辻新田

|団長感謝状

・退職分団長

.JII辺分自 矢部禎

・蒜生分自 由山幸男

・小高分自 関根勝男

・中分団 佐久間統広

・岩法寺分団 矢吹美好

・竜崎分由 仁井田健

・南須釜分自 問谷兼一

・北須釜分自 小針幸夫

・吉分白 森 博

・山小屋分毘 石森畠興

・四辻分間 塩田真一

.一般協力者 (防火水槽用地協

力者)

・小高区

・竜崎.5組々長小林
・榊枝 利夫 (北須釜)

森男

木

森

根

鈴

石

関

ツ

喜

茂

ミ
玉

.::jヒ須釜

・0 一
夫

孝

正

木

内

沢

鈴
近
塩

瀬谷

鈴木

崎

釜須

チ

竜

南

••• 
|消防庁長官竿頭綬伝達

。玉川村消防団

|消防庁長官・退職報償伝達 | 

第2号報償 (15年以上25年来満
勤続団員)

.元吉分団長

4砂元四辻分団長

.元北須釜分団班長

|団長表彰

4砂防火優良家躍

・JII 辺
. 'l 

・蒜生

・小高
. 'l 

・中
. 'l 

・岩法寺

・竜 崎

勝則

和夫

正夫

鈴木嘉直

須藤祐完

真弓幸子

溝井正治

車田晴満

奥野四郎

岩谷 清

佐久間英-

JJ ¥林一雄

釜

井

木

須

石

鈴

ス
タ
ー
ト
し
ま
す
げ
よ

穆

p
o回

シリーズ国体⑦

5月15自現在
校季大会まで

あと151日

あ
と
わ
ず
か
と
迫
っ
た
ふ
く
し
ま
国
体
に
向
け
て
、

村
内
を
花
で
飾
り
イ
メ
ー
ジ
ア

ッ
プ
を
は
か
ろ
う
と
す

る
H

花
い
っ
ぱ
い
運
動
d

が
ス
タ
ー
ト
D
5
月
下
旬
か

ら
植
え
付
け
作
業
が
始
ま
り
ま
す
。

国
体
の
短
火
リ
レ

l
コ
1
ス
と
な
る
道
路
沿
い
を
中

心
に
、
幹
線
道
路
沿
い
や
泉
郷
駅
な
ど
で
、
村
花
い
っ

ぱ
い
運
動
協
議
会
を
構
成
す
る
ロ
団
体
、
約
l
，
6
0

0
人
の
手
に
よ
り
「
マ
リ
l
ゴ
ー
ル
ド
」
や
「
サ
ル
ビ

ア
L

な
ど
の
国
体
の
花
が
植
え
ら
れ
ま
す
。

み
ん
な
で
協
力
し
応
援
し
て
ゆ
き
た
い
で
す
ね
。

花
で
飾
ら
れ
た
道
路
の
よ
う
す
(
川
辺
地
内
市
号
国

道
。
過
去
の
花
い
っ
ぱ
い
運
動
よ
り
)

6 7 



平成7年5月

[トピψ <èJ~
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挺 gjf}p@.
ーみなさんからの話題を

おまちしています一

役場企画調整課
広報係まで

広報たまかわ

村
の
花
さ
く
う
を
大
切
に
グ

玉
川
村
桜
愛
好
会
、
総
会

玉
川
村
桜
愛
好
会
(
吉
村
幸
雄
会

長
・
会
員
初
名
)
が
、
例
日
本
さ
く

ら
の
会
(
会
長
・
桜
内
義
雄
前
衆
議

院
議
長
)
の
設
立
初
周
年
記
念
式
典

表
彰
で
、
国
花
さ
く
ら
の
保
護
や
植

栽
な
ど
の
功
績
が
認
め
ら
れ

『さ
く

ら
功
労
者
』
を
受
彰
。
そ
の
披
露
を

兼
ね
た
総
会
が
、
南
須
釜
公
民
館
で

閃
か
れ
ま
し
た
。

議
事
で
は
、
今
年
の
事
業
計
固
な

ど
を
協
議
。
村
内
の
桜
を
大
切
に
保

護
し
て
ゆ
く
た
め
、
銘
木
の
指
定
な

ど
を
強
く
働
き
か
け
て
ゆ
く
こ
と
が

決
ま
り
ま
し
た
。

設
立
お
年
巨
を
迎
え
た
会
で
は
、

広
く
村
内
か
ら
桜
の
好
き
な
方
の
入

会
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
(
事
務
局
、

大
木
吉
邦
2
5
7
1
2
0
6
2
)

村
の
特
産
ロ
聞
を
展
示
即
売

玉
川
村
ふ
る
さ
と
物
産
展

平成7年5月

村
の
特
産
品
を
多
く
の
人
に
紹
介

し
よ
う
と
、
乙
字
ヶ
滝
公
圏
内
で
ふ

る
さ
と
物
産
展
が
開
か
れ
ま
し
た
。

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ

i
ク
期
間
中
と

あ
っ
て
大
勢
の
人
た
ち
が
訪
れ
、
新

緑
の
乙
字
ヶ
滝
を
見
物
し
な
が
ら
玉

川
村
の
特
産
品
な
ど
を
買
い
求
め
て

い
ま
し
た
。

こ
の
物
産
展
は
、
玉
川
村
ふ
る
さ

と
物
産
振
興
委
員
会
(
小
山
田
健
男

会
長
)
が
主
催
し
、
「
ふ
る
さ
と
産
業

お
こ
し
運
動
し
の
一
環
と
し
て
開
催

し
て
お
り
、
今
回
が
3
回
目
と
な
り

ま
す
。

広報たまかわ

スポーツマン4名
晴れの表彰グ

南須釜・北の宿チームが優勝f好評の福島-函館問、再開

NAL季節運航初便セレモニー

平成 6年度玉川村体育協会表彰

平
成
6
年
度
に
村
内
外
に
お
い
て

ス
ポ
ー
ツ
面
で
活
躍
し
た
人
や
、
村

の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
貢
献
の
あ
っ
た

人
な
ど
を
表
彰
す
る
、
村
体
育
協
会

表
彰
式
が
就
業
改
善
セ
ン
タ
ー
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

式
は
同
協
会
の
総
会
の
席
上
行
わ

れ
、
受
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

(
敬
称
略
)

口
優
秀
選
手
賞

-
有
賀
弘
幸
{
南
須
釜
・
野
球
}

春
季
東
北
地
区
高
校
野
球
県
大
会

優
勝
。
同
東
北
大
会
出
場
0

・
鈴
木
篤
{
埼
玉
県
(
竜
崎
出

身
)
・
陸
上
}

第
6
回
福
島
県
縦
断
駅
伝
競
走
大

会
・
第
4
区
間
賞
(
村
、
総
合
共

第
1
位
)

口
優
秀
指
導
者
賞

-
渡
辺
和
三

ボ
l
ル
}

小
高
家
庭
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
愛
好
会

指
導
者
。
村
民
球
技
大
会
、
体
育

協
会
長
杯
な
ど
で
優
勝
に
貢
献
。

矢
吹
町
・
バ
レ
ー

口
ス
ポ
ー
ツ
功
労
賞

-
故
仁
井
田
仁
一
{
竜
崎
・
野
球
}

昭
和
白
年
村
体
育
協
会
設
立
以
来

副
会
長
(
ロ
年
間
)
会
長
(
7
年
間
)

伊
』
就
任

第11回玉川村ゲートボール協会長杯

ゲートボール大会 盟
第11回玉川村ゲートボール協会(小林冨霊会長)
会長杯のゲートボーjレ大会が村民クラウンドで行わ

れました。

大会には、村内の25チームが参加、さわやかな青
空の下熱戦を展開し、北の宿チーム(南須釜)が5
度自の優勝に輝きました。

入室チームは次のとおりです。

*優勝 北の宿チーム

ーを準優勝 小高Bチーム
*第3位 中Bチーム
{優勝した北の宿チームのメンバは次の7名です
(敬称略)

小山田義美、関根米二、小山田武雄、佐久間正一、

大越藤幸、吉村ミヤ、阿部洋子]

8 

「不用意に使う火が呼ぶ山の火事J

山
火
事
防
止

パ
レ
ー
ド
圏

大
切
な
森
林
を
火
災
か
ら
守
ろ
う

と
、
山
火
事
防
止
の
パ
レ
ー
ド
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

パ
レ
ー
ド
に
は
、
県
林
業
事
務
所
、

森
林
組
合
、
木
協
組
合
、
消
防
本
部
、

営
林
署
、
管
内
町
村
な
ど
が
参
加
。

役
場
前
で
の
出
発
式
の
後
、
村
内
を

パ
レ
ー
ド
「
た
ば
こ
の
投
げ
捨
て
や

燃
え
や
す
い
場
所
で
の
た
き
火
は
や

め
ま
し
ょ
う
」
と
山
火
事
防
止
を
呼

び
か
け
ま
し
た
。

春
は
野
山
な
ど
に
入
る
機
会
が
多

く
な
り
ま
す
。
火
の
始
末
に
は
十
分

注
意
し
た
い
も
の
で
す
ね
。

中日本工アラインサービス (NAL)の季節運航路線、
福島ー函館間が再開され、福島空港ターミナルで初慢の
出発式や、到着歓迎セレモニーが行われました。
出発式では、 NAしの柴田雄己営業部長が「皆様から
大きなご支援を頂いているこの路線、近い将来には通年
運航をめざした仁りとあいさつD 長谷川英雄県安通対策
課長の祝辞に続いて、乗客代表の佐藤裕ーさん (須賀川
市)らに花束力t送られました。

この路線は4月29Bから10月31日までの6か月間 (昨
年は3か月間)定員56人のフオツカー50型機で JBJ往
復(片道85分)運航されます。

9 

zaisei
テキストボックス

zaisei
テキストボックス



金田
w盆
帯
血
鶴

w

a噂

自衛官(第1次)募集f

自侮官、を次により募集しています0

・採用予定数 2等陸士(男子)10名

・申込受付期閣平成7年5月1臼---5

月31自

国試験日平成7年6月2日倒

圃試験場陸上自衛隊郡山駐屯地

・採用時期平成?年7月下旬

・応募資格平成7年7月1日現在で

満18歳以上27歳未満の日本国籍の男子

で学校教育法に定める中学校卒業程度

の学力を有し、自笥隊法に定める欠格

事項に該当しない者

・試験種目 ①筆記試験

③適性検査 ④口述試験

詳しくは、県消防防災課災害対策係官

0245-21-7194まで。

②身体検査

男女雇用機会均等法が施行されて、今

年で10年自を迎え、多くの企業で女子の
雇用管理の改善が進みましたが、一方、

最近の雇用情勢を反映して、就職活動に

おいて女子学生が男子と比べて不利に取

り扱われるようなケースも克5れます。
募集・採用に当たっては、特に次の点に

留意してください。

詳しくは、労働省福島婦人少年室(n02
45-36-4609)までお問い合わせください。

日冒自由グで

ぎわ怜かぬイタノ
。村民登山参加者募集グ

10 

題を歩いてみませんか。

?月98(8)

箇詳しくは、村公民館まで。

1 女子を募集・採用の対象かち排除し
ないこと(男子のみを募集をしないご
と)。

2 女子について、募集ー採用人数の限
度を設けないこと(男女別枠募集をし
ないこと)。

3 募集・探用の際に、年齢・通勤条件
等をつける場合は、女子に不剥なもの

としないこと(例えば、女子にのみ自

宅遇勤の条件をつけないことなど)。

行政相談委員は、皆さんが因っている

ことや要望などの相談に応じ、その解決

のお手伝いをします。相談の内容は役所

や公団・公慶、 NTT、JRなどの仕事
についてです。

相談委員は、いつでも相談に応じます

が、期間中は次により相談所を開きます0

・とき平成?年5月23日伐)

・ところ 役場北庁舎(午前9時から12時)

須釜公民館(午後1時30分から4時)

村の相談委員は、首藤信勝さん(JJ¥高)-
岱57-2507です。お気軽にご相談下さい。

そろそろ蔚風機が活躍する季節。安全

に使うため、十分な点検を行いましょう。

羽根の回転や、モータ部の熱、ニオイ、

音などに異常があったら、次のチ工ツつ

を。フラグが抜けていないか、タイマー

ツマミが「切」になっていないか、ガー

ドが変形していないか、ガードや羽根の

取り付けがゆるんでいないか、など。そ

れでも異常があれば、発煙，発火の恐れ

がありますので、すぐにプラクを抜いて

使用を中止してください。再使用の際に

は必す販売j苫等にご相談ください。

100名

日

回募集定員

扇風機は使用前に 一
必す、自己点検を

置月

転勤買収書や契約書と印紙税

印紙税がかかる文書には、領収書や借
用証書、不動産売買契約書のほか、請負
契約書、手形など、いろいろなものがあ
ります。印紙税を納付しなかった場合に
は、その納付しなかった印紙税額の3倍
に相当する過怠税を徴収されることにな
りますので、忘れすに収入印紙をはり納
付しましょう。
詳しくは、最寄りの税務署や税務相談
室にお尋ねください。

種参

機能訓練・・・・・・....................・・-・・・・・・・-⑧

午後1時30分"-'3時30分
母親教室 ・・・ ・…… ・・… ・・……⑧ 

午前9時15分"-'9時30分 圏
育克教室…一… -…ー…・…⑮

午後1時"-'1時15分 園

乳児健診……・… ・・・…・・… ー⑫

午後1時"-'1時30分 塑
機能訓練・……・・…ー…・…・…・ー … 一⑫

午後1時30分"-'3時30分
日本脳炎予防接種・……一……-霞忍

午後1時---1時15分 国
日本脳炎予防接種・ ・……ー…ー…・⑫

午後1時"-'1時30分 国

事j司副司@)健康ごよゐ

.6月
98樹

12日目)

14日(水)

17日(水)

.5月
168~ 

15日(木)

⑧:保健センター
医23:須釜公民館
園:受付

|お誕生おめでとうございます|

( 4月届出分〉

広義

夫

的

問

三

叫護保

喜

忠

正

出生児氏名

熊田喜文

関根有希

鈴木麻美

異野白菜摘

鈴木和真

矢吹春奈

地区

中

寺

崎

釜

釜

法

須

須

士

口

岩

竜

南

北

村のようす
( 7年4月1日現在)

告 1， 753J5 (:t 0 ) 

日 7，683人(-19) 

下記の方々から社会福祉活動資金として寄付

をいただきました。厚く衝i礼申し上げます。

記

・岩法寺の草野嘉重さんから 2万円

・竜崎の小林誠ーさんから 3万円

・南須釜の佐藤保光さんから 1万円

. 少 の有賀隆幸さんから 5万円

の関根英夫さんから 2万円

(村社会謹祉協議会)

寄付ありがとうございます

。• 
3， 787人(-5) 

3，896人(-14)

実春

( 4月届出分)

光

幸

夫

死亡者氏名年齢世帯主名

草野重一 58 スイ

小林ミエ 73 誠

佐藤ナカノ 72 保

有賀ミチ 99 隆

関根英治 84 英

地区

岩法寺

竜崎

南須釜

今

月

の

納

税

固
定
資
産
税

1
期

分

軽

自

動

車

税

金

期

分

国

民

年

金

5
月
分

(
納
期
限
は

5
月
お
巴
(
木
)
で
す
。

忘
れ
す
に
納
め
ま
し
ょ
う
。
)

深
山
ょ
っ
姿
あ
ら
わ
に

玉
川
村
短
歌
会
佳
作
抄 。

巌峯寺観音堂の隣(参道東側)に

多目的広場が完成しました。ソフト

ボールやゲートボールなど多自的に

ご利用ください。

・使用申込み先

岩法寺区長 (fi57-3452)まで

/ 橿岩法寺地区に多目的広場オープン

村

公

畏

館

観
音
は
空
港
の
騒
奇
い
か
に
開
く
ら
む、・ャー
パ
‘
多

登
豆

・
作

茸
狩
り
し
た
る
称
は
彰
も
な
く
い
主
住
宅
の
建
ち
な
ら
び
ゆ
く
省
庁
号

碑
の
建
つ
に
亡
夫
し
の
べ
ば
聞
こ
ゆ
浄
ム
よ
り
か
と

は
ん
・
作

水
浪
く
み
溝
に
若
茅
の
萌
え

て
お
り

パ
イ

ロ
ゾ
ト
整
ヰ
を
疑
う
小
針
み
ね
子
・
作

備
の
田
ん
ぼ
は
息
吹
く

真
号
五
三
一
男
・
作

風
邪
を
引
き
咳
の
造
千
に
み
だ
妻
は
縫
い
て
差
し
出
す
大
さ
な
マ
ス
ク
、l
f
f

，川‘

冷
穿

守
次
・
作

せ
せ

ら

F
も
雪
に
埋
れ

和
々

と
水
光
ら
せ
て
春
を
待

つ
ら

ん

-一吉田

英
、
祐
・
作

水
引
き
て
苗
代
つ
く
り
に
い
そ
し
み
し
昔
な
つ
か
し

桜
吹
雪
も溝
井
は
な
よ
・
作

zaisei
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「
山
の
仕
事
は

貴
重
な
収
入
源
」

こ
の
写
真
は
、
四
辻
新
田
の
石
井

菊
夫
さ
ん
(
幻
歳
)
か
ら
提
供
さ
れ
た

も
の
で
、
青
井
沢
国
有
林
内
で
の
杉

の
植
林
作
業
中
の
一
コ
マ
で
す
。

「
今
は
会
社
ダ
ノ
土
方
サ
出
て
っ

ケ
ン
と
、
あ
の
頃
は
営
林
署
か
ら
頼

ま
れ
て
、
み
ん
な
シ
て
出
て
た
モ
ン

だ
。
こ
の
写
真
は
、
担
当
区
の
江
藤

さ
ん
つ
て
い
う
入
が
撮
っ
て
く
れ
た

ヤ
ツ
で
、
昭
和
お
年
頃
で
、
ネ
ガ
っ
た

か
な
ア
」
と
語
る
石
井
さ
ん
。

昼
休
み
の
作
業
現
場
で
写
っ
て
い

る
方
々
は
、
前
列
右
端
が
塩
田
好
一

氏
(
日
歳
、
四
辻
)
で
そ
の
左
側
は
山

小
屋
の
我
妻
貞

一
氏
(
引
歳
)
そ
の
左

が
写
真
提
供
者
の
石
井
さ
ん
で
、
結

婚
後
間
も
な
い
幻
歳
ぐ
ら
い
だ
っ
た

そ
う
で
す
。
更
に
左
へ
順
に
石
井
春

義
氏
(
臼
歳
)
須
田
正
雄
氏
(
鈎
歳
)
故

大
和
田
七
郎
さ
ん
と
続
き
、
ひ
と
り

横
た
わ
っ
て
い
る
方
は
埴
田
豊
次
郎

氏

(η
歳
)
で
す
。
「
作
業
は
楽
で
は

ネ
か
っ
た
。
伐
採
後
燃
や
し
て
植
林

し
た
。
今
で
は
直
径
初
セ
ン
チ
の
上

ン
な
っ
て
る
」
と
石
井
さ
ん
。

当
時
の
担
当
区
の
宮
舎
は
北
須
釜

に
あ
り
、
そ
の
後
千
五
沢
に
移
っ
た

そ
う
で
す
。

一東京玉川会員だより-

f植物と過ごす時が至福の時』

東

京

都

新

宿

区

高

原

栄
さ
ん
(
小
高
出
身
〉

風
薫
る
新
緑
の
き
れ
い
な
季
節

に
な
り
ま
し
た
が
、
玉
川
村
の
皆

様
お
元
気
で
お
過
ご
し
で
し
ょ
う

カ
私
は
東
京
に
住
ん
で

ω年
以
上

が
過
ぎ
、
屈
を
経
営
し
て
か
ら

ω

数
年
が
経
ち
ま
し
た
。
当
時
、
大

久
保
駅
南
口
は
閉
鎖
さ
れ
て
い
ま

し
た
が
、
昭
和
三
十
六
年
十
月
の

再
開
と
同
時
に
大
久
保
駅
前
に
庖

を
聞
き
ま
し
た
。
そ
の
頃
は
、
乗

降
客
も
少
な
く
静
か
な
街
で
し
た

が
、
今
で
は
都
庁
ピ
ル
が
建
ち
、

オ
フ
ィ
ス
が
増
え
て
に
ぎ
や
か
な

街
に
変
わ
り
、
毎
日
が
と
て
も
忙

し
く
、
私
も
頑
張
っ
て
仕
事
を
し

て
い
ま
す
。

二
人
の
子
供
た
ち
も
既
に
結
婚

し
、
時
々
訪
ね
て
来
る
か
わ
い
い

孫
と
の
ひ
と
時
が
、
待
ち
遠
し
い

今
日
こ
の
頃
で
す
。

休
日
に
は
、
趣
味
の
庭
木
の
手

入
れ
な
ど
を
し
て
過
ご
し
ま
す
。

何
よ
り
の
ス
ト
レ
ス
解
消
に
な

り
、
自
分
だ
け
の
時
間
に
浸
っ
て

い
ま
す
。
小
さ
な
庭
は
い
つ
の
ま

に
か
種
類
が
増
え
、
果
実
の
木
や

四
季
折
々
の
花
、
ハ
ー
ブ
な
ど
み

ん
な
元
気
に
育
っ
て
お
り
、
自
然

の
恵
み
を
感
じ
、
新
鮮
な
香
り
と

風
味
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

7
月
お
日
の
東
京
玉
川
会
で
の

皆
様
と
の
再
会
を
楽
し
み
に
し
て

い
ま
す
。

最
後
に
玉
川
村
の
御
発
展
と
、

皆
様
の
御
健
康
を
心
か
ら
お
祈
り

申
し
上
げ
ま
す
。
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